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1.制作の背景 
 古民家には何百年も前の貴重な古材が使われており，その
魅力に気づいてもらうために何か有効活用できないかと考え
た。貴重な古材を使用するので，誰もが大切にできて，毎日
使用でき，いつまでも受け継がれるものにしたい。そこで，
家具の中でも，より人々の生活に寄り添える存在であるスツ
ールと照明器具を制作することにした。 
 
2.制作の目的 
 古材を使用した，人々の生活に寄り添えるスツールと照明
器具を制作することで，多くの人に古材を身近に感じてもら
い，古材の魅力を知ってもらうことを目的とする。 
 
3.古材について 
 日本において古材とは，「築 50 年以上経った伝統工法並び
に在来工法の建物に用いられた国産木材」と定義されている。
（一般社団法人古民家再生協会東京による）古材は，年月が
経っているため独特の風合いがあるのが魅力だ。また，長年
自然に乾燥していった乾燥材なので，人工的に乾燥させた新
材と比べ強度がある。種類はマツ，ヒノキ，スギ，ケヤキ，
クリ，サクラ，タケと多岐に渡る。 
 
4.家具の提案 
4-1 コンセプト 
 古材と人をつなぐ，昔と今をつなぐ，そんな存在にしたい
という思いから，コンセプトはスツールと照明器具のどちら
も「つなぐ」とした。 
4-2 スツールのデザイン 
 古材の持つ風合いを最大限に生かすため，あえて木材の表
面の色が途中で変化しているマツの古材を選んだ。様々な用
途に使用してもらうため，持ち運びしやすいように幅，高さ
ともに 300mm，奥行き 245mm と小さめのサイズにした。
そして，「つなぐ」というコンセプトは，四角の輪を二つに
繋げたシンプルなデザインで表現した。 
4-3 制作方法 
古材は古民家再生のボランティア活動で出会った明木氏に
提供していただいた。 
まず，部材を切断し厚みを揃えた後，部材と部材の接着部
分に木工用ボンドを塗り，接着する。次に，接着部分に釘を
打ち，接着部分がずれないよう金具で固定し一日置いておく。 
 
金具を外し，ペーパーをかけた後，亜麻仁油を塗り乾かした
ら完成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 金具で固定する 
 
4-4 照明器具のデザイン 
 すべて直線のみで構成したスツールに対し，照明器具は曲
線や円を取り入れたデザインとした。円形にするには木材だ
と加工が難しいので，曲げやすい竹を使うことにした。竹は
長年古民家の囲炉裏の煙で燻されたことで，表面に美しい艶
がある煤竹を使用した。直径 300mm 程で丸く輪に曲げた竹
を鎖のように何個も繋げたデザインでコンセプトを表現した。
竹の輪は置くたびに形が変わり，使う人が自由に表現できる
ので，今回は 3 つの使い方を提案した。 
4-5 制作方法 
 まず，竹をノミで割り長さと幅を揃え，2mm 以下になる
まで薄く削る。曲げやすくするため 2，3 日水に漬け柔らか
くする。次に，竹を丸太に巻きつけ釘で止め，1 日そのまま
で型をつける。竹を外したら，針金で端を留め輪にして繋げ
ていく。そして，輪にした竹の端をかんなで削り，ペーパー
をかけ亜麻仁油を塗る。針金を隠すように和紙を巻き，竹を
配置したら完成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 2 水に漬ける     図 3 型をつける 
 
 
5.まとめ 
 今回のスツールと照明器具の制作では，価値が知られない
まま古民家が取り壊され，古材が廃棄処分されている現状を
少しでも変えたいと思い，古材に魅力を感じてもらうことを
第一に考えた。その結果，古材のことをよく知らない人々か
ら，完成したものを見て，味わい深い，時の流れを感じるな
どといった好意的な感想をいただくことができた。実際に使
ってもらうことで，古材に触れる機会を与え，魅力を知って
もらう存在になればと考えている。また，何十年，何百年前
の古材が現代に存在していることの貴重さに気付き，次の世
代に受け継ぐという昔の人の思いを感じてもらえたら嬉しく
思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図 4 スツール完成写真                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図 6 照明器具使用写真 1                    
  
6.今後の課題 
スツールは様々な用途に使用してもらうため持ち運びしや
すい小さめのサイズにしたが，それがかえってどんな用途に
使用したらいいのかわからないと使用者に混乱を与えてしま
った。そこで，最適なサイズを調査し，もう少し大きく制作
することを検討したい。そして，照明器具は竹を丸く曲げる
のが難しくかなりの数を割り，竹の輪の数が減ってしまった。
今回制作したことでコツもつかめているので，もっと竹の数
を増やし，照明器具の提案の仕方の検討を重ねたい。 
 
参考文献 
・一般社団法人古民家再生協会東京, 
http://www.kominka-tokyo.org/kozai（2016/1/9） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
図 5 スツール使用写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図 7 照明器具使用写真 2 
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